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【提出書類】 臨時報告書

【提出先】 近畿財務局長

【提出日】 2025年４月28日

【会社名】 株式会社エターナルホスピタリティグループ

（旧会社名　株式会社鳥貴族ホールディングス）

【英訳名】 Eternal Hospitality Group Co.,Ltd.

（旧英訳名　Torikizoku Holdings Co.,Ltd.）

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長ＣＥＯ　　大倉　忠司

【本店の所在の場所】 大阪市浪速区立葉一丁目２番12号

（同所は登記上の本店所在地で、実際の本社業務は「最寄りの連絡場所」で

行っております。）

【電話番号】 06-6206-0808

【事務連絡者氏名】 執行役員経営管理部部長　小畑　博嗣

【最寄りの連絡場所】 大阪市中央区淡路町四丁目２番13号　アーバンネット御堂筋ビル20階

【電話番号】 06-6206-0808

【事務連絡者氏名】 執行役員経営管理部部長　小畑　博嗣

【縦覧に供する場所】 株式会社エターナルホスピタリティグループ大阪本社

（大阪市中央区淡路町四丁目２番13号　アーバンネット御堂筋ビル20階）

株式会社東京証券取引所

（東京都中央区日本橋兜町２番１号）

（注）１. 2023年10月25日開催の第37期定時株主総会の決議により、2024年５月１日から会社名及び英訳名を上記のとお

り変更いたしました。

　　　２. 2024年７月16日から最寄りの連絡場所は大阪市浪速区立葉一丁目２番12号から上記に移転しており、移転に伴

い電話番号も変更しております。

　　　３. 上記の大阪本社は、金融商品取引法に規定する縦覧場所ではありませんが、投資家の便宜を考慮して、縦覧に

供する場所としております。
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１【提出理由】

当社は、2025年４月25日開催の取締役会において、分割準備会社として100％子会社となる株式会社エターナルホス

ピタリティジャパン（以下「分割準備会社」）を2025年５月（予定）に設立するとともに、2025年８月（予定）を効力

発生日として当社が保有する国内子会社株式及び国内事業の統括機能を吸収分割の方法により分割準備会社に承継させ

ることを決議しました。これに伴い、金融商品取引法第24条の５第４項及び企業内容等の開示に関する内閣府令第19条

第２項第７号の規定に基づき、本臨時報告書を提出するものであります。

 

２【報告内容】

１．当該吸収分割の相手会社に関する事項

(1) 商号、本店の所在地、代表者の氏名、資本金の額、純資産の額、総資産の額及び事業の内容

商号
株式会社エターナルホスピタリティジャパン

（2025年５月設立予定）

本店の所在地 大阪市中央区淡路町四丁目２番13号

代表者の氏名 代表取締役社長　青木　繁則

資本金の額 １百万円

純資産の額 １百万円

総資産の額 １百万円

事業の内容 国内における焼鳥事業の企画・推進及び運営会社の管理

 

(2) 最近３年間に終了した各事業年度の売上高、営業利益、経常利益及び純利益

2025年５月に設立予定であるため、確定した事業年度はありません。

 

(3) 大株主の名称及び発行済株式の総数に占める大株主の持株数の割合

株式会社エターナルホスピタリティグループ（提出会社）　　100％

 

(4) 提出会社との間の資本関係、人的関係及び取引関係

資本関係 当社100％出資の子会社として設立される予定です。

人的関係 当社より執行役員を派遣する予定です。

取引関係 営業を開始していないため、当社との取引関係はありません。

 

２．当該吸収分割の目的

当社グループは、日本が誇る焼鳥の文化・価値を世界に広めていくというビジョン「Global YAKITORI Family」を掲

げ、国内のみならず海外への展開を開始いたしました。現在は、米国、中国、韓国、台湾、香港へ同時展開するととも

に、東南アジアへの展開準備にも着手しております。また、展開先のニーズに応じた出店を実現すべく高価格帯や中価

格帯を含むブランドポートフォリオの構築にも取り組んでおります。

そして、この度、国・地域ごとのニーズに応じたブランド展開を行うべく、地域統括会社を配する体制へと再編する

ことといたしました。具体的には、日本市場を統括する子会社を新たに設立し、米国・韓国・中国の現地子会社ととも

に地域統括会社として位置付けるものです。

特に規模が大きく、当社グループの収益基盤である日本市場においては、当該地域統括会社を中間持株会社とし、そ

の傘下に地域別（西日本・東日本）の運営会社を置くことで、地域ごとの機動的かつ柔軟な経営を実現し出店加速や店

舗管理の効率化、ひいては日本市場における更なる成長を図ります。

 

３．当該吸収分割の方法、吸収分割に係る割当ての内容その他の吸収分割契約の内容

(1) 吸収分割の方法

当社を分割会社とし、分割準備会社を承継会社とする簡易吸収分割。

 

(2) 吸収分割に係る割当ての内容

承継会社である分割準備会社は、本件分割に際して普通株式を発行し、これをすべて分割会社である当社に割当て交

付いたします。なお、割当ての株式数は未定であり、決定次第開示いたします。

 

(3) その他の吸収分割の内容

ア.承継する権利義務

当社が保有する国内子会社株式及び国内事業の統括機能に関する権利義務は、効力発生日において、本会社分割に係

る吸収分割契約に定めるものを当社から承継いたします。

なお、承継会社が当社から承継する債務につきましては、重畳的債務引受の方法によるものといたします。
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イ.当該吸収分割の日程

会社分割の実施及び分割準備会社設立承認の取締役会決議 2025年４月25日

分割準備会社の設立 2025年５月15日（予定）

吸収分割契約承認の取締役会決議 2025年５月30日（予定）

吸収分割契約締結 2025年５月30日（予定）

吸収分割契約承認の株主総会決議（分割準備会社） 2025年６月19日（予定）

会社分割の予定日（効力発生日） 2025年８月１日（予定）

※　本会社分割は、当社においては会社法第784条第２項に基づく簡易分割であるため、当社は株主総会の決議による

承認を得ずに行う予定です。

 

ウ.当該吸収分割に伴う新株予約権及び新株予約権付社債に関する取扱い

該当事項はありません。

 

エ．当該吸収分割により増減する資本金

会社分割による当社の資本金の増減はありません。

 

４．吸収分割に係る割当ての内容の算定根拠

承継会社は、分割会社の100％子会社であり、本分割に際して承継会社が新たに発行する株式の全部を当社に交付す

るため、両社間で協議し割当てる株式数を決定いたします。なお、第三者による割当て内容の算定は予定しておりませ

ん。

 

５．当該吸収分割の後の吸収分割承継会社となる会社の商号、本店の所在地、代表者の氏名、資本金の額、純資産の

額、総資産の額及び事業の内容

商号 株式会社エターナルホスピタリティジャパン

本店の所在地 大阪市中央区淡路町四丁目２番13号

代表者の氏名 代表取締役社長　青木　繁則

資本金の額 未定

純資産の額 未定

総資産の額 未定

事業の内容 国内における焼鳥事業の企画・推進及び運営会社の管理

 

 

以　上
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